
第3講 微分法・積分法

基本事項

▲

◇ 微分係数と導関数

❶ 平均変化率

a≠ b Aのとき，関数 Af ()Aの A= a Aから A= b Aまでの平均変化率は，

f (b)− f (a)

b−a
．

❷ 微分係数

関数 Af ()Aの A= a Aにおける微分係数は，

f

(a)=lim



f (b)− f (a)

b−a
=lim



f (a+h)− f (a)

h
．

b Aを Aa Aに限りなく近づけたとき,A平均変化率がある値に限り

なく近づくならば, Aこの値を微分係数といい, A f

(a) Aと表す．

このとき, A b Aが Aa Aに近づけば直線 AABAは接線 AAT Aに近づくの

で,A A Aにおける接線の傾きは Af

(a)Aである．

❸ 導関数

微分係数 Af

(a)Aは Aa Aの関数であるから,A f


()Aを考えること

ができる．

f

()Aを Af ()Aの導関数といい,A f ()Aから Af


()Aを求めることを, A Af ()Aを微分するという．

f

()=lim



f (+h)− f ()

h
．
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❹ 微分法の公式

⑴ (c)

=0．(c Aは定数)

⑵ (

)


=n

−
．(n Aは自然数)

⑶ {kf ()}

= kf


()．(k Aは定数)

⑷ { f ()±g()}

= f


()±g


()．(複号同順)

⑸ {(+a)

}

=n(+a)

−
．(a Aは定数，n Aは自然数)

◇ 関数の増減と極値

❺ 増減

区間 I で


f


()>0Aのとき Af ()Aは増加,A

f

()<0Aのとき Af ()Aは減少,A

f

()=0Aのとき Af ()Aは一定．

❻ 極値

関数 Af () Aが, A = a Aを境として，増加から減少に移るとき,A f ()Aは A= a Aで極大であるとい

い,A f (a)Aを極大値という．また, A = b Aを境として,A減少から増加に移るとき,A f ()Aは A= b A

で極小であるといい, Af (b)Aを極小値という．

極大値と極小値を合わせて極値という．

❼ 極値と導関数

⑴ f

(a)=0 Aとなる A= a Aを境にして，


f


()Aが正から負に変化するとき, A f (a)Aは極大値,A

f

()Aが負から正に変化するとき, A f (a)Aは極小値．

⑵ f ()Aが A= a Aで極値をとるとき Af

(a)=0Aであるが，

逆は必ずしも成り立たない．

(注) たとえば Af ()= 

Aとすると，f


()=3


Aであるから

f

(0)=0 Aとなるが,A f (0)Aは極値ではない．
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例題 3・1

⑴ f ()= 

+2


−3+1 Aとする．

! f

()Aを求めよ．

" 曲線 A= f ()A上の点 A(0，1)Aにおける接線の方程式を求めよ．

⑵ 次の図形で囲まれる部分の面積を求めよ．

! 放物線 A= 

−2+2, A直線 A=3,A  A軸, A  A軸．

" 放物線 A=4

+2−1, A直線 A= ．

【解答】

⑴! f

=





+2




−3

+1



=3

+4−3． …(答) ☜ 基本事項❹

" f

(0)=3⋅0


+4⋅0−3=−3．

よって，点 (0，1) における接線の方程式は，

−1=−3(−0) ☜ 基本事項❽

すなわち，

=−3+1． …(答)

⑵!

求める面積は，





(


−2+2)d

= 1

3



− 


+2





=(9−9+6)−0

=6． …(答)

☜ 基本事項⓭

☜ 基本事項⓫
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演習

▲▲ ▲ ▲

3・1

⑴ f = 

+2


−4+3 Aとする．曲線 A= f  A上の点 A1,A 2Aにおける接線の方

程式を求めよ．

⑵ ⑴で求めた接線を Al Aとする．放物線 AC ⁚ =3

−3−8Aと Al Aによって囲まれる部

分の面積を求めよ．

関連する基本事項

⑴ ❹, A❽

⑵ ❿, A⓫, A⓮, A⓯
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復習問題

▲ ▲ ▲

3・1

1回目2回目3回目

⑴ f =− 

−4


+6−5Aとする．曲線 A= f A上の点 A1, A −4 Aにおける接

線の方程式を求めよ．

⑵ 2Aつの放物線 AC: =−2

+1 Aと AC: = 


+  Aによって囲まれる部分の面積を

求めよ．

3・2

f =− 

+3 Aとし, A曲線 A= f Aを AC Aとする．

⑴ C Aの概形をかけ．

⑵ C Aと A A軸によって囲まれる A2Aつの部分の面積の和を求めよ．

1回目2回目3回目
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